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医療と看護を語るシンポジウム

糸勺 Z400人 が を表カロ

5/23名 古屋F齢 センター

深刻な看護婦不足が社会問題化にな

るなか、よい看護を国民の手に取り戻

そうと5/23、名古屋市教育センターで

「医療と看護を語るシンポジウム」が

開かれ、約400人 の市民が参加しまし|

た。                |

実行委員会は、憂知健康センターを

はじめとして名古屋大学教職員組合、

自治労連愛知県本部(名 古屋市職労病

院支部、名古屋市      合 病

院支部、愛知県医療労働組合連合会が

参加し開催されました。

シンポジウムでは、医師、看護婦、1

患者、弁護士がそれぞれの立場から、

現在の看護の現場が抱える問題点や、

今後の方向性について報告しました。

名古屋過労死弁護団の水野幹男モ検 |

r遍 麗 鋸 鍵 駆 雛 警益 掛
「在職死に対する労働組合の追及が労

働条件の改善につながっていく」と話

しました。

胃がん患者と家族でつくる 「いずみ

の公」の小松康弘会長は、看護婦不足

が患者との対応を機械的にしていると

話しました。           (

名古屋市 しヽヽ洵郡ルj、児科病棟の看

は、 「患者の要求|

にこたえるため、勤務が終ってから対|
応している」と現状を話しました。  |

1

田立東名古屋病院内科医長の二輪太|

』険 は、 「先進国のなかで際立つ貧し

い医療と冷たい福祉」の実態を告発し

「患者と国民の切実な要求にこたえる

医療の実現は、看護婦問題の前進で切|

り開かれる」と訴えました。

(5/25「赤旗」より転載)

t人間らしく生き働くために

労基法を改正せよ



福保労 ・河内麻利さんの

労災認定をすすめる会

5/31勝利報絵 開催
午後 1時半 サ ン・笠寺 lF

重度の障拝者施設 「むつみ福社会 ・

ディーサービスむつみ」の指導虫河内

麻利さん腰背痛症が業務に起困するも

のであるを、名古屋北労働基準監督署

が、やつと 「業務 L」と認めました。

1990年12月末に申請して以来、1992

年4月 4回 卜正式通知のある日まで、

1年 4ヶ ナjの月日が流れました。

この間、多くの方々に御支援 ・御協

力いただき心よりそ歳解L申しあげます。

河内麻利さんの労災申請が認定され

たことは、この東海地方の障害者施設

で初めてのことであり、3K職 揚とも

6K職 場言われる福祉職場で働くもの

たちにとっては、まさに福音といえま

す。

職場復帰は実現せず

しかし、河内さんは現状での少ない

職員配置 ・休憩をとるのもままならな

い貧しい福祉制度のもと職場に復帰す

ることを断念せざるをえず、労災認定

されると同時に退職ということになり

ました。

報告会終 F後 、

『きたがわ て つ ・ミニコントト』開催

「トコタ」の長時間労働を批判

労働者は人間、休憩が必要
1鵬f(国 際金属労連)ま 振 力普舗

5/27～28の日程で IM「 (国際金属

労連)主 催の 「第7炉1トョタ世界自動

車協議会どが豊田市の全 トヨタ労連研

修センターで開催されました。

世界各国にあるトヨタ自動車の海外

工場の労働組合が集まり労働条件など

の意見交換をするもので、アメリカや

台湾、オース トラリア、プラジルなど

10ケ田 。12労組の代表や、日本の トヨ

タ労組の幹部ら約100人 が参加しまし

た。

IMFの マレンタッキー書記長 (ボ

ルボ労組出身)は 鉄拶で、カンバン方

式ともトヨタイズムとも呼ばれるトヨ

タの生産方式、労務管理にふれ、

▽ 下請けに依存した生産のため労組

の組織率が下がる。そのため労働

条件も下がり賃金も安い。

▽ トヨタの成功は労働時間が長いこ

と。何故そんなに働かなければな

らないのか。 トヨタの労働者は人

間であり休憩が濃々 キー

などとトヨタイズムの問題点を指摘

しました。

また、米旧カルフォルエア大学のロ

バー ト・コール教授は、 「|1本の十
′
1勤

車メーカーは過語労1助だ。」と,旨摘し

ました。

(5/28「赤旗」報道より転載)
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(名古屋市健康保険組合)
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。
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た
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酸
化
炭
素
を
吸

っ
て
い
る
と
、
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が
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ま
す
。

十ほ~■
チン、8-lレ

の日まこ週破うこt.

十問まで吸い込ます、

建くふかすこと。

★フイルターつきたば

こを吸うこと。

ヤ避寝して破わす、日

をおいて吸うこと。

★短くなるまで吸つな

いこと。

それでも吸いたし状に…たはこの書を少なくする吸い

′!レ
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お 知 ら せ

人間 らしく生 き働 くための

第1期 いのちと健康大学
時間  毎 回 18:30～ 20:30

場所  高 齢者労働会館2F会議室
定員  50名
第 1回  2月 25日 (火)

「いのちと健康を守るとりくみの
歴史」 (にとl田信也氏)|

第 2回  3月 10日 (火)
「長時間労働と過労死をなくすた
めに」 (佐々木昭三氏)

第 3回  3月 24日 (火)
「人PsRらしい生活と 労 働時間短
縮 」 (伊藤欽次氏)|

第4回  4月 7日 ぐ火)   |
「夜勤 ・交替制労働と 私 たちの1
健康」 (/J野ヽ雄一

郎氏)
第 5回  4月 21日 (火)

「職場の労働安全衛生活動のすす
め方」 (吉】|1 正春氏)|

第 6回  5月 12日 (火)
「私たちの労働 ・生活 と成人病」

(徳田 秋  氏 )
第 7回  5月 26日 (火)    |

「ス トレス時代を 生 き抜 くため|
に 」 (開川 裕 平氏)|

第 8回  6月 9日  (大 )    !

斥1冒警盤埜譲経評香品験婆長貧〒|
第9回  6月 23日 (火)   |

「いのちと健康を守るとりくみの十

視点と今後の方的J(山 田信也氏)
*本 * * * * *率 ネ ネ 承 **辛

参加費 :全課程 9000円 (10000円)|
1回   1500円 (1800門)

()内 は未加盟団体 |
～ ～ ～ ～ ～ ん ～ ～ ～ ― ～ ～ ～ ～

申込みは、笈知健康センターT邸,322-0408

参加費は、当日受付でお受けしますて,
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れ
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と
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収
績
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潰
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す
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●
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い
。

１
日
に
６
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、
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に
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さ
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潜
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的
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コ
ー
ヒ
を
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コ
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③l日 e杯 ぐらいまで

にことめる。

②フラックは逮ける。

瑠演を弱める恵味でミ

ルクをたつぶり入Tlた

万ガよい。

③砂鳩は少なめに。ス

ブーンに軽く1杯ぐら

しヽ。

③夜は浬える。カフエ

インの寛理作用や利舜

作用は霞には不向き。

③すきつ霞には禁物。

③間用は最低3時間め

ける。カフエインガか

らだから消えるのには

3～4崎闘力なる。

②たばこと一緒に献書

ない。一電だと円をこ

わしやすい。


